
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：２０１０年３月５日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後 ７時開場　７時３０分開会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場：ラボール京都（労働者総合会館）
　京都市中京区壬生仙念町 30-2 (TEL)801-5311

                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阪急電車「西院」駅より東へ徒歩 5分

※参加費；500 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料代と文科省要請団カンパ）
　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ：実行委員会事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (TEL)３１３-６１６１

主催：「高校無償化」からの朝鮮学校外しを許さない京都同胞緊急集会実行委員会
在日本朝鮮人京都府民族教育対策委員会、学校法人 京都朝鮮学園、朝鮮学校オモニ会京都府連絡会 　　　　　　

高校の無償化法案は 26 日衆議院本会議で審議入りしまし
た。朝鮮学校の取り扱いについては文部科学省が 3 月中旬
までに省令で定めるとしています。

鳩山由紀夫首相は 4 月からの実施予定の高校無償化で中井
洽拉致問題担当相が朝鮮学校を対象から外すよう求めてい

ることについて、「除外する方向で最終調整をしている」こ

とを明らかにしました。

　又、「国交のない国だから、どういう教科内容かも調べよ

うがない。同じように扱うことが望ましいかどうかという

議論はしなければならない。結論はまだ決めていないが、

常識的には、日本人と国交のある国の方々が優先されるこ

とは、それほど無理のない話ではないか」と発言をしてい

ます。

　この首相の発言は政治や外交上の思惑で朝鮮学校を高校

無償化の対象から外そうとするものです。これは同法案の

理念や趣旨に真っ向から反するものであり、新たに深刻な

差別をうむことになります。私たちは朝鮮学校が高校無償

化の対象として適用されなければならないと強く訴えま

す。


